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’平成23年度工芸技術記録映画

本美濃紙
企画文化庁 製作毎日映画社
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’｢本美濃紙」の技を忠実に記録したものである。
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ほんみのし

>重要無形文化財｢本美濃紙」
江戸時代から最高級の障子紙

として高く評価された本美濃

紙｡その製作技術は昭和44年

に国の重要無形文化財に指

定され､現在､本美濃紙保存

会がその保持団体として認

定されている。
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濃の賛は目が細かい｡竹ヒゴ

太さは0.5~0.7m､約15mの

に26.5本が美濃の賛の標準
いとうひろこ

な間隔である｡伊藤裕子さ

が､斜めにそぎ落とされた

ゴの先端を繋ぎ、「そぎつ

｣の賛を編む。

L
本美濃紙の原料は、茨城産

な すこうぞ

の良質の那須楮である｡その
しるかわ いたどりがわ

白皮を板取川の清流で2日2

夜晒し､アクを取り除く。’
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(煮熟）紙煮 き
「美濃判」と呼ばれる伝統的

な大きさの紙を漉く。小さな
けた

桁を二つに仕切り､二枚一緒

に漉く。京間判と同じ漉き方

で縦ゆりと横ゆりを繰り返す。
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白皮を草木灰またはソーダ

灰の溶液で煮る。白皮の不

純物は取り除かれ､繊維が柔

らかくなる。
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ちりとり
白皮に残る点のように小さな

ちりや傷を丁寧に取り除く｡鈴

木はぎさんは､子どもの頃か

らちりとりを続けてきた。

）
菊の花のような放射状の筋

が彫られた槌で原料を叩く。

繰り返し叩くことで､一本一本

の繊維にばらしていく。

桁は賛を固定する外枠で､紙

漉きの要となる道具である。
しょうじかずなり

美濃に住む庄司和成さんが
きそひのき

最高級の木曽檜で桁を作る。
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必裁断
桁のにぎりにつくL字形の金

具は､美濃の隣の関市に住む
ふなとけいぞう

船戸桂三さんによって作られる。

紙を重ねて裁断する｡紙の上

に体重をかけて切る。
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) (1)乾燥
美濃では､本美濃紙製作技

術の研修会が行われており、

本美濃紙の技術は､若き後継

者たちへと確かに受け継がれ

漉きあげた和紙を一晩置いて

から脱水し､1枚ずつ剥がし、
はけ とち

刷毛を使って栃の干し板に

貼る。
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ている。

すけがわよしひさ

助川芳久さんが､馬のたてが

みを用いて刷毛を作る｡刷毛

作りで最も大切なのは､丁寧

に馬の毛を揃えることである。

0

(2)
和紙を貼った干し板を天日で

乾燥させる｡和紙は太陽の光

を受け､白さを増す。

、選別
仕上がった紙を光に透かして

選別する｡重さの違いを手で

確かめ､目で見､分けていく。
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本美濃紙保存会

伊藤裕子庄司和成助川芳久船戸桂三太田勝

美濃和紙の里会館

美濃市教育委員会

宮内庁正倉院事務所
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製作スタッフ
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